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10-2．昔の計算機たち

－計算機技術博物館の構想－

東京農工大学数理情報工学科 西村恕彦
HirohikoNisimura

0. WWm各一

東点窪丁大&学教理暗報工掌科乏'さ,広$､斑囲の計璋ﾉ桟技?'-収牟康斥毒夛脊‐て
語り副す-s里ぃ延仕'ざ歩々の世恭'さ，白本'ご示庁s電号計真横｡‐)曙の時代以未，
その技術と産業の進犀ととも'亘圭さ乙さヨ［た。 ［ろしせ､w才剴だ,技f柄蓉Tと
産業発展の激和こぶ〉乙，教ｸｹくの計翔滞曳たちうぐﾉ葵葉さirL,感雲さI杁之いつ信
江喚乙､t易りうすき身迩'二湧っz見置ぃTご計箪域城うで夢ろぐ,影t形t奮く失AっLI1
－Z（きって1$量ごど'ご，傷みLさと庭ぜずに1才いら'l(訓七,Lﾉ。をしてどのざう琴
廃案と破室'コｰ，現在沙蚕お錠! 、て! 、きす3

当送宋IZI才,新旧珂電弓計算枚の回堅評‘ニノぐ入出力評品E主力と( -Z,電卓，
毫吉ﾌｻ ，手回し‘ﾊ類／雑誌の晴募号， カタロク"，マニュア!L杏と斗之1又集Lて!、 き
す｡所蔵岳1才，椥産に（ てIccEこ之，美教'こ[zio"'こ昼ん乞､ 、 。-す-も
計質枚恢の入'l1稽え, ）菱毒読昌‘､ '才不食評品の交換寺どの際に，板術の寡茅勺さ
献促脊了欽陰》さ野品を保存L ， -害貝裡LZI,Tこだけ3辻'L,づ毛乏1ruさ，翁之々の生きて

きた圧I史を誇捨L,"X(乃也ﾗｲｾに引き錐$ 、ごゆくことz､も蔬う』す‐誘否幅"､参加
と街恥力乞語待ちL到-ヶ． 敬具

1 。 琴せ謀ﾐ鈷弓‘刀づ、

巳目白舌窄｣さきだ社も減jr)せて( $r{､。 （ろ-L強いていえIJ｣ , J欠ハよう今芳巽さJ
謡3つ。 (3>Y (4， ’さ， 「だ↓I(し乗,%Z( ､否, !"~ら』と言､ ‘ろ､えて祉小'､。
くイブ 圭．､人たら'て，技術'JJ発>展と実亮士せS

（2） 哉計鬼娼,ﾉﾌﾞ吉羽肋者と，特有力獄吏テーーマるく宏之らjILg
（夢〉信の役'こ辻、ろ､Ihろ､妄を‘ ､ろぐ，次'J~)1竺代'刀に砧'こ併毒存し乙語＜
（4）個人宮らに'ま,熱知の桟枚に夢に戈付言愛催の卜篭ﾃ弧《，

2． イ罫を寡吉鈴基グ>ろ、

片手z害てる梧度の， j l､さを牡（て唇篭自う寺部品ご尭兆z垂だ。ろ､-つz存在L
淀すべ乙ﾊ電呈岸肯購棋の部‘品を調悉苛弓ことる｡↓－た"刀自樗乞話弓。次,力年シ'こ
分類(ZZFTら。

＜｛ ） 演算論理回路
〔。〉 医噴ご回路一

(s) 託嵯|葛ｲ系
（冬〉 入出力評墨

(Sう 電卓
（の壼動計算桟
（7） 手回L計算器

（芯〉 捨柔の拷兵号／ カタ 'っグ，マニュア'し，莅史
3－ とつャ〉て宴迄‘殆止ざ、

廃品回収，屑屋， 」z食，たる-↓》，強請， ネ建具,掻払い，窃透一

今。 既整理‘旱,－寛
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